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教
師
の
適
鷹
に
闘
す
る
豫
備
的
研
究

特
侭
中
學
校
致
師
の
悩
み
に
つ
い
て

　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

．
J
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
百

ー
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

夫

　
激
育
の
方
法
は
教
師
申
心
か
ら
兄
童
・
生
徒
中
心
の
あ
り
方
に
愛
り
、
致
育
の

目
的
は
兄
童
・
生
徒
の
知
的
褒
達
の
み
な
ら
す
、
耐
會
的
・
情
緒
的
褒
達
や
身
鰐

的
褒
達
な
ど
を
廣
く
包
措
し
た
全
人
的
雅
達
を
追
求
す
る
に
い
た
つ
た
。
し
か
も

致
育
の
過
程
は
、
そ
の
大
部
分
が
教
師
と
兄
童
・
生
徒
と
の
間
に
展
開
さ
れ
る
力

働
的
な
相
互
闘
係
の
連
絞
で
あ
る
が
故
に
、
教
師
の
全
人
格
的
費
質
が
教
授
上
必

要
な
知
識
や
技
術
と
共
に
重
概
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
教
師
の
精
榊
的
健
康
の
如

何
は
兄
童
・
生
徒
の
學
習
の
活
動
の
面
の
み
た
ら
す
、
か
れ
ら
の
態
度
や
人
格
形

成
に
深
い
柵
割
的
た
關
係
を
も
つ
て
い
る
。

調
査
の
目

ワく㌻－

　
教
師
は
い
か
な
る
覇
に
白
已
の
悩
み
を
も
つ
て
い
る
か
。
叉
こ
れ
ら
不
當
適
騰

の
様
相
な
い
し
可
能
性
は
、
地
域
や
性
別
や
年
齢
や
職
別
に
よ
り
特
殊
な
傾
同
を

も
た
な
い
か
。
我
々
は
以
上
の
．
間
題
の
解
明
を
以
て
本
調
査
の
目
的
と
し
牝
。
致

師
の
不
當
適
膝
の
原
困
に
關
す
る
主
要
傾
向
が
概
観
さ
れ
る
な
ら
ば
、
致
師
の
適

膝
の
機
制
を
究
明
す
る
基
礎
が
得
ら
れ
る
。
從
つ
て
我
々
は
、
致
師
の
適
憾
に
闘

す
る
豫
備
的
研
究
と
し
て
教
師
自
身
の
悩
み
の
調
査
を
と
り
あ
げ
た
。

二
、
調
査
．
σ
手
綾
き

ω
封
象

　
島
根
縣
下
中
學
校
教
師
二
二
八
五
名
を
封
象
と
し
牝
。

②
時
期
、

　
昭
和
二
十
五
年
十
一
月
調
査
を
實
施
し
た
。

③
問
題
及
び
方
法

　
一
九
四
〇
年
に
ア
メ
リ
カ
の
國
民
致
育
協
會
（
↓
ぎ
岩
牡
｛
o
冒
H
目
き
8
戌
o
p

声
ω
ω
O
O
酎
弐
O
冒
）
が
調
査
し
牝
緒
果
、
致
師
の
個
人
的
次
不
當
適
膝
の
主
な
原
因
と

し
て
あ
げ
ら
れ
牝
も
の
を
参
考
に
し
、
そ
れ
を
多
少
修
正
し
て
弐
の
問
題
を
構
威

し
牝
。
わ
が
國
の
致
師
に
つ
い
て
も
大
鰐
同
様
の
原
因
が
兇
出
さ
れ
る
と
豫
測
さ

れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
現
在
あ
放
た
が
最
も
氣
に
か
け
て
お
ら
れ
る
の
は
玖
の
ど
れ
で
す
か
。
該
當
に

　
○
印
を
つ
け
て
下
さ
い
。
た
お
心
配
の
な
い
場
合
印
を
つ
け
な
い
で
下
さ
い
。

　
　
A
　
要
求
さ
れ
る
仕
事
の
過
重

　
　
B
　
低
賃
金

　
　
C
　
職
業
的
保
識
の
不
安
定



湿

IHGF五PLKJ
他
人
の
仕
事
を
常
に
負
擦
せ
し
め
ら
れ
る
こ
と

學
狡
外
の
活
動
に
お
け
る
道
徳
的
な
巖
格
な
制
限

抑
腫
的
尊
制
的
な
管
理
者
・
監
督
者

一
般
公
的
事
業
か
ら
の
離
反

煩
瑛
な
亡
ま
か
い
仕
事
に
不
断
に
注
意
し
て
い
た
け
れ
ば
た
ら
ぬ
ご
と

常
に
未
熟
な
者
と
接
燭
し
て
い
る
こ
と

校
務
鹿
理
の
煩
雑

致
育
的
信
念
に
封
す
る
疑
惑
．

そ
の
他
（
　
　
）

　
質
間
紙
法
に
よ
る
自
由
摘
出
法
を
と
つ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
無
記
名
と
し
、
性

別
．
年
薬
別
の
み
を
記
入
し
て
も
ら
つ
た
。
　
な
お
職
別
（
校
長
か
、
　
一
般
致
官

か
、
の
別
）
と
地
域
別
と
は
特
別
の
操
作
で
剣
明
す
る
よ
う
に
し
く
ん
だ
。

三
、
結
果
及
び
そ
の
考
察

　
調
査
の
目
的
に
於
て
述
べ
牝
如
く
、
我
々
ぱ
致
師
の
不
當
適
膝
の
原
因
に
關
す

る
主
要
傾
向
の
解
明
を
意
圖
し
て
い
る
の
で
、
結
果
の
考
察
に
あ
た
つ
て
は
、
隅

み
の
機
制
に
格
別
ふ
れ
な
い
こ
と
と
し
牝
。

　
な
お
絃
果
は
性
別
・
職
別
・
地
域
別
・
年
蔓
別
に
整
理
を
試
み
た
。
ご
ご
に
そ

の
主
要
な
締
果
の
概
要
を
記
述
す
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

ω
纏
機
的
考
察

　
表
工
　
最
後
の
列
に
示
さ
れ
る
も
の
が
全
艘
と
し
て
の
緒
果
で
あ
る
。
表
の
1

は
頻
数
を
現
わ
し
、
％
は
百
分
率
で
あ
る
が
、
調
査
の
方
法
が
自
由
摘
出
法
で
あ
る

た
め
、
％
の
算
出
は
全
員
の
何
％
が
當
該
項
目
を
摘
出
し
て
い
る
か
を
示
す
よ
う

に
調
査
人
員
（
N
）
を
基
．
に
し
た
。
帥
ち
頻
数
（
㍉
）
の
余
計
（
く
）
を
基
に
し
た

H
◎
◎
X
心
ト
で
た
く
し
て
・
昌
◎
X
ト
と
し
た
・
　
（
以
下
全
て
こ
れ
に
準
す
る
）

　
　
　
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
峯

　
致
師
の
悩
み
と
し
て
比
較
的
多
く
指
摘
さ
れ
た
も
の
を
み
る
と
、
B
（
低
賃
金
）

が
駆
倒
的
に
多
く
五
八
・
○
％
を
占
．
め
、
致
師
の
大
牛
が
経
済
的
次
機
み
を
意
識

し
て
・
い
る
。
次
い
で
比
率
は
す
つ
と
低
く
な
る
が
、
丁
（
校
務
虜
理
の
煩
雑
）
の
二

四
・
八
％
、
H
（
煩
填
な
ご
ま
か
い
仕
事
に
不
断
に
注
意
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
こ
と
）
の
土
一
・
○
％
、
K
（
致
育
的
信
念
に
錯
す
る
凝
惑
）
の
一
九
・
四
％
が

み
ら
れ
る
。

　
こ
牝
に
封
し
、
列
嬰
さ
れ
る
こ
と
臥
比
較
的
少
い
も
の
は
、
D
（
他
入
の
仕
事

を
常
に
負
携
せ
し
め
ら
れ
る
こ
と
）
の
一
・
七
外
が
最
低
で
あ
り
、
1
（
常
に
未

熟
た
も
の
と
接
鰯
し
て
い
る
ご
と
）
の
四
・
一
．
％
、
F
（
抑
駆
的
専
制
的
な
管
理

者
・
監
督
者
）
の
五
・
○
％
、
G
（
一
般
公
的
事
業
か
ら
の
離
反
）
の
五
・
八
，
％
な

ど
が
こ
れ
に
綾
い
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

表I総員及び性別頻数表
~
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銚

の比奉圃園I総

無
記
八
，

、
の
化

工こ「

DEF6HBA

　
　
　
2
　
6
0
1
5
0
　
仰
　
3
0
　
2
σ
　
ω
　
O

　
質
間
に
列
撃
し
牝
項
目
以
外
に
摘
出
す
べ
き
間
魎
が
あ
れ
ば
、
．
具
機
的
に
記
述

す
る
よ
う
に
、
そ
の
他
の
項
目
を
設
け
た
の
で
あ
る
が
、
其
の
他
の
項
を
と
り
あ

げ
た
者
は
僅
か
に
全
員
の
三
・
五
％
の
低
率
で
あ
り
、
格
別
具
灘
的
な
間
題
も
記

さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
一
．
膳
そ
の
他
土
し
て
そ
の
ま
ま
ま
と
め
て
ふ
い
牝
。

　
玖
に
設
間
の
要
求
通
り
解
緯
す
る
に
は
少
々
無
理
が
あ
る
が
、
現
在
特
別
の
心

配
を
持
た
ぬ
と
一
膝
解
さ
れ
る
も
の
、
帥
ち
無
記
入
者
は
全
誰
の
約
一
割
（
一
〇
・

三
％
）
に
あ
た
り
、
と
れ
に
．
よ
つ
て
も
現
在
の
申
學
校
致
師
の
殆
ん
ど
が
何
ら
か

の
個
人
的
な
悩
み
を
も
つ
こ
と
を
う
か
が
い
う
る
。

②
。
努
女
別
考
察

　
性
別
の
緒
果
は
、
表
－
及
び
圃
皿
に
示
す
如
く
、
男
致
師
に
於
て
最
も
多
い
の

が
』
の
六
三
．
四
．
％
で
あ
り
、
次
い
で
J
の
二
四
・
九
、
％
、
丑
の
二
〇
・
一
％
、

K
の
一
七
・
五
一
％
の
順
と
な
つ
て
い
る
。
女
致
師
に
あ
つ
て
ぱ
B
が
最
高
で
三
六

・
三
，
％
、
玖
い
で
K
の
二
六
ニ
ハ
，
％
、
H
の
二
四
・
八
．
％
、
一
」
の
二
四
・
一
％
の

順
で
、
共
に
B
が
最
も
多
く
、
玖
い
で
は
丁
・
H
・
K
が
主
要
な
も
の
で
あ
る
ζ

と
に
は
愛
り
が
底
い
が
、
丁
及
び
K
に
於
て
は
性
別
間
に
順
位
の
異
る
ご
と
が
剣

る
。
今
ご
れ
ら
の
主
要
な
項
目
の
う
ち
、
丁
は
明
ら
か
に
性
別
の
差
は
認
め
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

た
い
の
で
、
他
の
項
目
B
・
H
及
び
K
に
っ
い
て
X
検
定
に
よ
り
男
女
間
に
於
け

る
差
の
有
意
性
の
検
定
を
試
み
る
と
次
の
如
く
な
る
。

　
ω
…
ρ
胃
V
、
｛
H
，
W
①
o
o
・
ミ
｝
　
　
　
　
ミ
H
H
　
＋
＋

　
串
…
…
◎
．
8
V
、
（
哨
W
H
．
8
｝
V
◎
．
H
◎
　
　
呉
H
H

　
内
…
…
◎
．
○
H
V
、
〔
㎏
W
べ
．
㎝
o
o
｝
　
「
　
　
呉
1
l
H
　
＋
＋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
　
黛
…
：
叫
丑
隅
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
十
…
…
諦
覇
耕
H
渓
づ
卦
疎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“
　
十
…
…
諦
覇
耕
Φ
決
づ
卦
輔

帥
ち
B
及
び
K
の
項
目
に
於
て
は
、
夫
々
一
．
％
の
危
険
率
で
勇
女
間
に
有
意
の
差

が
認
め
ら
牝
る
。
從
つ
て
B
で
は
男
教
師
の
方
が
女
致
師
よ
り
大
で
あ
り
、
K
で

は
反
数
に
女
致
師
の
方
が
男
致
師
よ
り
大
と
言
え
る
。

．
以
上
考
察
し
た
以
外
の
、
．
列
嬰
さ
牝
る
こ
と
の
比
較
的
少
い
項
目
に
於
て
・
は
、
．

性
別
σ
差
異
ば
あ
ま
り
著
し
く
た
い
。
た
だ
A
及
び
σ
に
於
て
や
や
勇
致
師
び
此

率
が
高
い
よ
う
で
あ
る
が
、
検
定
の
結
果
は

　
＞
∵
－
一
9
8
V
、
（
k
，
W
H
．
o
o
占
V
◎
．
H
◎
一
呉
H
H

　
O
…
…
9
8
V
、
（
亀
…
○
o
．
㊤
占
V
9
8
　
母
u
H
，
十

sokyu



8宇

・
〉

圖・亙　性別の比率圃

慶
焚
数
師

男
教
師

ー
パ
、
■
．

無
記
入

そ
の
佗

K丁1〔GDEFB・CA

　
　
　
　
・
6
0
．
一
興
　
．
仰
　
3
0
　
2
0
．
山
O
．
　
O

と
な
り
、
C
に
あ
つ
て
は
五
％
の
危
険
率
で
も
つ
．
て
男
致
師
の
方
が
大
と
認
め
ら

、
れ
る
。
、

　
無
記
入
の
、
．
一
廠
何
ら
の
心
配
も
な
、
い
と
解
さ
れ
る
者
に
於
て
は
、

・
一
歎
剖
＞
㌧
：
・
∴
9
旨
V
、
（
吋
W
旨
一
覇
｝
　
息
バ
H
　
＋
＋

と
た
り
プ
％
の
有
意
水
準
で
女
致
師
の
方
が
大
で
あ
る
。
從
つ
て
悩
恥
を
嵐
識
し

友
い
者
ぼ
女
教
師
の
方
に
ク
い
ど
認
め
ら
れ
る
。

，
胤
“
職
別
考
察
　
　
、
・
　
．
．
－
．
．
一
．
．
、
　
．
．
一
．
一
　
、
，
、
．
．
∵
，
．
一

　
攻
に
我
㌔
々
は
、
－
申
學
校
致
師
を
狡
長
、
プ
般
晃
致
師
、
一
般
女
教
師
の
職
別
に

厘
分
し
て
緒
果
の
検
討
を
試
み
杷
．
い
1
．
職
別
と
言
つ
．
て
も
、
校
長
は
全
て
男
子
で

あ
局
牝
め
に
、
先
の
性
別
考
察
の
場
合
の
女
致
師
が
、
そ
の
ま
ま
職
別
考
察
の
一

般
女
致
師
に
該
當
す
る
一
．
　
　
　
　
　
∵
　
、
　
　
　
、
　
∵
・

　
職
肌
に
整
理
ざ
れ
牝
締
果
は
表
r
に
掲
げ
る
如
ぐ
で
あ
る
が
一
指
椅
さ
れ
た
悩

み
の
多
少
の
順
位
の
上
で
、
職
別
相
互
の
間
に
二
位
以
上
の
す
れ
の
認
め
ら
れ
る

も
の
を
一
膳
列
學
す
る
と
、
一
℃
（
五
－
六
－
七
）
、
、
G
（
一
〇
、
・
1
五
ザ
八
・
五
十
九
）

・
工
（
七
一
一
〇
1
一
〇
・
五
）
、
J
（
二
－
二
－
四
）
及
び
K
．
（
八
・
五
－
三
－

土
）
で
華
る
。
　
（
数
字
は
校
長
－
一
般
晃
－
一
股
女
の
夫
々
の
順
位
を
示
す
）
而

し
て
こ
れ
ら
の
中
、
G
・
工
・
K
の
項
目
は
校
長
士
一
般
致
師
と
の
間
の
す
れ
で

あ
り
、
C
ば
校
長
と
一
微
女
致
師
の
間
の
す
れ
で
あ
り
、
丁
は
校
長
及
び
二
股
男

教
師
と
一
般
女
教
師
と
の
間
の
チ
れ
で
あ
る
ヒ
と
が
認
め
ら
牝
る
。

．
臥
上
の
順
位
上
す
れ
ひ
大
き
い
項
目
を
参
考
に
し
、
そ
れ
以
外
の
項
目
の
中
で

も
、
此
率
上
可
成
り
ρ
す
れ
が
職
別
相
互
の
間
に
認
め
ら
れ
る
も
σ
を
幾
ん
一
で
差

の
有
意
性
の
検
定
を
試
み
仁
。
そ
の
緕
果
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紬
る
も
の
ば
「
B
・
H
・
．
J
・
K
及
び
無
記
入
の
項
で
あ
る
ご
と
が
判
つ
た
。
ご

れ
ら
の
項
目
に
於
け
る
校
長
、
一
般
男
致
師
、
一
般
女
致
師
夫
々
の
間
の
差
異
に

つ
い
て
は
“
嚴
密
に
は
信
頼
限
界
を
求
め
る
必
要
が
あ
る
が
、
便
宜
上
比
率
か
ら

推
察
し
て
次
の
事
が
緒
諭
づ
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
ヶ
。

　
帥
ち
B
に
於
て
は
、
一
般
女
教
鰍
の
憎
み
が
校
長
及
び
一
般
男
致
師
に
比
べ
て

少
い
ご
と
が
言
え
る
。
然
し
ご
の
傾
向
は
既
に
性
別
の
考
察
で
検
討
さ
れ
牝
締
果

と
同
じ
で
あ
る
。
H
に
於
て
は
、
一
般
男
致
師
の
指
摘
が
校
長
及
び
一
般
女
致
師

に
比
較
し
て
少
い
。
J
で
は
、
一
般
男
女
致
師
よ
り
以
上
に
校
長
が
悩
ん
で
い
る

こ
と
が
剣
る
。
叉
K
に
あ
つ
て
は
、
校
長
よ
り
も
一
般
男
致
師
、
一
般
勇
致
師
よ

り
も
一
般
女
致
師
が
よ
り
疑
惑
を
い
だ
い
て
い
る
を
言
え
よ
う
。

　
最
後
に
無
記
入
の
項
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
悩
み
を
持
仁
な
い
者
は
、
校
長
や

一
般
男
教
師
に
比
べ
て
一
般
女
致
師
の
よ
り
多
い
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
然
し
此

の
傾
向
は
B
の
項
目
と
同
じ
く
、
跣
に
男
女
別
の
券
察
に
於
て
認
め
ら
れ
牝
事
を

く
り
ー
か
え
し
た
に
す
ぎ
た
い
。

表　II職別頻敷表
~~:'~ -j~:._~;"~~ N= 131 J#4,jJ~ -~~ ~:~~~~" ~~~ -~~~"-~C ~C~[~ 
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+
9
 
1
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D 
4
.
 

3.1 13 1.3 7
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E 11 8.4 105 10.8 26 9.4 

F 8
 

6. 1 4.9 5.0 12 4.3 

G
 

4
 

3.1 65 6.7 11 4.0 

I1: 38 29.0 184- 18.9 69 24.8 

I
 

10 7.6 40 4. 1. 7
 

2 . 5. 

J
 

50 38.2 226 23.9~ 6'7 24.1 

K 
8
 

6. 1 186 19.1 '/~4 26.6 

~~ ~fL~ l O 7.6 29 v"f)'O 9
 

3.2 

~lr_･ ~'~ I~ J11* ~1 LJ/ ¥ 9
 

6.9 85 8.7j 48 17.3 

　
從
つ
て
職
別
と
し
て
特
に
考
察
さ
れ
る
こ
と
は
、
H
に
於
て
一
般
第
致
飾
②
偶

み
が
小
さ
い
こ
と
と
、
J
に
於
て
校
長
の
指
摘
が
多
い
こ
と
と
、
更
に
K
に
つ
い

て
疑
惑
を
訴
え
る
の
は
一
般
女
致
師
が
最
も
多
く
、
弐
い
で
一
般
男
致
師
、
最
も

少
い
の
が
校
長
で
あ
る
と
い
う
ご
と
の
三
つ
で
あ
る
。

㈹
地
域
別
考
察

　
地
域
別
の
考
察
に
あ
た
つ
て
は
、
本
縣
の
地
域
的
特
性
よ
り
考
え
て
、
松
江
、

濱
田
、
出
雲
の
三
市
を
市
部
と
し
て
一
拮
し
、
際
岐
地
嘔
を
島
部
と
し
て
ま
と

め
、
そ
の
他
の
町
村
を
寄
せ
て
町
村
部
と
し
牝
。

　
ご
れ
ら
三
つ
の
地
域
別
に
整
理
さ
れ
た
締
果
は
、
表
皿
及
び
圖
皿
に
示
す
如
く

で
あ
る
。
あ
げ
ら
れ
た
悩
み
の
多
少
の
順
位
の
上
で
、
地
域
別
相
互
の
間
に
二
偉

以
上
の
す
れ
の
認
め
ら
れ
る
も
の
は
、
A
（
四
－
五
－
九
・
五
）
、
E
（
一
〇
1
七
－

四
）
、
1
（
九
－
一
〇
1
五
）
、
丁
（
二
－
二
1
⊥
ハ
）
、
及
び
K
（
五
－
四
－
三
）
の
五

項
目
で
あ
る
。
（
救
字
ぱ
市
－
町
村
－
島
の
夫
々
の
順
位
を
示
す
）
而
し
て
こ
れ
ら

の
中
、
A
・
工
・
丁
の
三
項
は
島
部
と
市
及
び
町
村
部
と
の
間
の
す
れ
で
あ
り
、

E
は
三
地
域
夫
々
の
間
の
す
れ
で
あ
り
、
K
は
市
部
と
島
部
と
の
間
の
す
れ
で
抄

る
ご
と
が
認
め
ら
れ
る
。
か
く
の
如
く
市
部
と
町
村
部
の
間
の
す
れ
よ
り
も
、
島

部
と
他
地
域
と
の
間
の
す
れ
が
多
い
ご
と
か
ら
し
て
、
島
部
の
特
殊
性
の
存
在
を

推
察
す
る
ご
と
が
出
來
る
。

　
以
上
の
順
位
上
す
れ
の
大
き
い
項
目
を
参
考
に
L
、
そ
れ
以
外
の
項
目
の
中
で

も
比
率
上
、
可
成
り
の
す
れ
が
地
域
別
相
互
の
間
に
認
め
ら
れ
る
も
の
を
選
ん
で

差
の
有
意
性
の
検
定
を
試
み
た
。
そ
の
緒
果
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と
な
り
、
五
、
％
以
下
の
危
険
率
で
一
膳
地
域
別
相
互
り
間
に
一
定
の
傾
向
が
認
め

ら
れ
る
も
の
は
、
A
・
B
・
E
・
丁
及
び
無
記
入
の
項
で
あ
る
ご
と
が
判
つ
牝
。

市
、
町
村
、
島
の
三
地
域
相
互
の
間
の
差
異
に
つ
い
て
、
此
率
か
ら
玖
の
こ
と
が

緒
論
的
に
推
定
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

表．Iu地域別頻数表

~~: P~^ ~~' 

~~i~ N=111 NF 1,175 
~:~~s:l ' r~?r:?'17 N:::= 99 

f
 

~
~
 

f ."/. f
 

0
1
1
 
/
L
/
 

A 24 21.6 171 14.6 5
 

5. 1 

1
3
 

78 70.3 686 58.4 39 39.4 

C
 

10 9.0 128 10.9 6
 

6.1 

D 
2
 

1.8 22 1.9 

E
 

3
 

2.7 125 10.6 ･ 14 14.1 

F 8
 

7.9~ 55 4.7 6
 

6. l 

G
 

8
 

7.2 67 5.7 5
 

5.l 

H 28 25.2 234 19.9 29 29.3 

I
 

7
 

6.3 41 3.5 9
 

9. 1 

J
 

43 38.7 292 24.9 8
 

8.l 

K 21 l 8.9 224 1.9. 1 23 23.2 
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4.5 35 3.0 8
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4
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1
↓
　
　
　
　
　
1
⊥

1
⊥
　
　
1
⊥

3
　
1

1
　
　
2

2

　
帥
ち
A
に
於
て
は
、
鳥
部
よ
り
も
町
村
部
が
、
更
に
町
村
部
よ
り
も
市
部
が
高

率
で
あ
る
と
言
え
る
。
特
に
鳥
部
は
他
地
域
に
比
べ
て
低
い
の
が
目
立
つ
て
い
る
。

B
に
於
て
も
同
様
に
、
島
部
よ
り
も
町
村
部
、
町
村
部
よ
り
も
市
部
の
方
が
致
師

の
．
悩
み
が
大
き
い
よ
う
で
あ
－
る
。
次
い
で
．
E
に
於
て
は
、
一
遼
に
市
．
部
が
他
地
域
に

比
べ
七
低
く
、
校
外
で
の
遣
徳
的
制
限
に
闘
す
る
悩
み
は
、
市
部
で
は
殆
ん
ど
間
題

に
な
ら
ぬ
こ
と
が
判
る
。
更
に
｝
に
於
て
は
、
A
や
B
と
同
じ
く
島
部
よ
，
り
も
町

村
部
、
町
村
部
よ
り
も
市
部
の
方
が
高
率
で
、
特
に
他
地
域
に
比
較
し
て
島
部
の

低
率
が
顯
著
で
あ
る
。
最
後
に
無
記
入
の
項
に
於
て
は
、
市
部
よ
り
も
町
村
部
、
町

村
部
よ
り
も
鳥
部
の
方
が
高
い
。
特
に
市
部
が
低
率
で
あ
る
ご
と
は
目
立
ち
、
現
．

慶
畠
一

無
記
入

ぞ
の
他

■
■
■
6
市
・

K

圖皿地域別の比率圃
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馳

在
當
已
の
憐
み
を
意
識
し
た
い
致
師
は
殆
ん
ど
。
い
な
い
こ
と
を
物
語
づ
て
い
る
。
・

　
、
以
上
我
々
は
地
域
別
の
考
察
を
た
し
た
が
、
致
師
の
悩
み
の
間
題
に
關
す
る
地

歓
別
特
性
ば
、
か
な
り
多
く
の
も
の
が
見
出
さ
れ
た
。
概
中
際
岐
島
の
特
殊
性
ば

注
目
に
あ
た
い
し
よ
う
。

⑤
　
地
域
別
・
男
女
肘
考
察

　
次
い
で
我
々
は
、
地
域
別
に
整
理
し
た
絡
果
を
更
に
性
別
に
細
分
し
て
、
1
地
域

別
。
勇
女
別
考
察
を
試
み
た
い
。
既
に
遊
べ
た
地
域
別
叉
は
男
女
別
考
察
に
於

て
、
差
の
あ
る
晃
の
ど
認
め
ら
れ
牝
A
・
B
．
C
・
E
・
丁
・
K
及
び
無
記
入
の

講
項
目
に
つ
い
て
、
表
W
に
基
づ
き
検
討
を
加
え
て
み
よ
う
。
先
す
A
に
於
て
は
、

地
域
別
考
察
で
斗
V
弩
茸
V
躰
と
推
察
さ
れ
た
が
、
男
女
爾
性
夫
々
の
地
域
別
に

於
て
も
同
じ
傾
吋
が
兇
ら
れ
る
。
帥
ち
男
致
師
に
於
て
も
斗
V
雪
茸
V
馳
で
あ

り
、
女
教
師
に
あ
つ
て
も
斗
V
弩
茸
V
躰
と
言
え
る
。
特
に
市
部
女
子
の
％
が
高

い
こ
と
と
、
島
部
女
子
の
皆
無
と
が
注
意
を
び
く
。
B
に
於
て
ば
、
地
域
別
考
察

で
斗
V
弩
茸
V
駆
が
、
性
別
考
察
で
淑
V
汁
が
み
と
め
ら
れ
た
が
、
地
域
別
・
男

汝
別
で
も
爾
性
夫
々
斗
V
弩
茸
V
酔
が
う
か
が
え
る
。
而
し
て
男
女
性
別
間
の
す

・
れ
は
斗
く
月
茸
く
駆
と
な
つ
て
い
る
。
C
侭
於
て
は
、
性
別
の
考
察
で
湘
V
汁
が

言
わ
れ
た
が
、
此
の
性
別
間
の
差
異
は
斗
V
弩
ま
．
V
駆
で
あ
る
こ
と
が
釘
み
。
然

し
市
及
び
島
部
の
女
致
師
ば
頻
数
σ
少
い
闘
係
で
あ
ま
り
明
確
に
体
剣
定
出
束
な

い
。
E
に
於
て
は
、
地
域
別
の
考
察
で
斗
く
弩
茸
・
躰
と
推
察
さ
れ
た
が
、
島
の

男
致
師
が
比
較
的
高
い
よ
う
で
あ
る
。
丁
は
A
・
B
と
同
じ
く
地
域
別
考
察
で
卦

V
弩
茸
V
酔
と
判
つ
牝
が
、
勇
女
爾
性
共
未
々
此
の
佃
向
が
み
ら
れ
る
よ
う
で
あ

　
る
｝
更
に
K
は
、
性
別
考
察
に
於
て
淘
く
汁
と
推
定
さ
れ
牝
が
、
性
別
間
の
す
れ

ば
斗
V
耳
茸
V
駆
で
あ
る
こ
と
が
考
察
さ
れ
る
、
最
後
に
無
記
入
で
あ
る
が
、
性

別
の
考
察
に
於
て
は
晦
ハ
汁
が
、
地
域
別
考
察
に
於
て
は
斗
く
男
茸
く
騨
が
み
ら

机
た
が
、
男
女
爾
致
師
に
於
て
夫
々
斗
く
弩
茸
く
酔
が
言
え
る
よ
う
で
あ
る
。
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項目

A
BC
D
E
　
F

G
H
工
　
T
J
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4 4.4 1 48 28 30 7 2.9 7 8.6 1 
2
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9.5 79 8.4. 41 l 7.2 o 1'~) 16.1 5
 

5.6 

27.8 
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無記入

⑥
年
嚢
別
考
察

　
玖
に
被
調
査
者
の
年
齢
を
一
〇
歳
嚢
．
二
〇
歳
蔓
．
三
〇
歳
墓
・
四
〇
歳
墓
一

五
〇
歳
蔓
に
厘
分
し
て
整
理
す
る
と
、
表
V
の
如
き
結
果
が
得
ら
れ
た
。
銃
に
諾

観
鱗
か
ら
加
グ
杷
検
討
の
締
果
、
主
要
た
も
の
と
思
わ
れ
る
A
・
B
・
C
．
E
・

H
・
丁
・
K
及
び
無
記
入
の
講
項
目
に
つ
い
て
、
こ
ご
で
吏
に
年
藍
肘
の
観
鮎
か

ら
考
察
を
加
え
て
み
た
い
。
・
表
に
於
て
剣
る
如
く
一
〇
歳
蔓
及
び
五
〇
歳
嚢
は
頻

数
が
極
め
て
少
い
の
で
、
二
．
膝
二
〇
歳
嚢
以
下
、
三
〇
歳
嚢
、
及
び
四
〇
歳
裏
以
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表V年蔓別頻数表

と
な
り
一
、
五
．
％
以
下
の
危
険
率
で
一
膳
年
蔓
別
相
互
間
に
一
定
の
傾
向
が
認
め
ら

れ
る
も
の
は
、
C
・
E
・
丁
及
び
K
の
四
項
目
で
あ
る
こ
と
が
判
る
。
從
つ
て
二

〇
歳
蔓
以
下
、
三
〇
歳
嚢
、
四
〇
歳
蔓
以
上
の
三
つ
の
年
姦
相
互
の
間
の
差
異
に

つ
い
て
、
比
率
か
ら
玖
の
こ
と
が
緒
諭
と
し
て
推
定
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
帥
ち
C
に
於
て
は
、
’
二
〇
歳
嚢
以
下
よ
り
も
三
〇
歳
蔓
が
、
更
に
三
〇
歳
蔓
よ

り
も
四
〇
歳
憂
以
上
が
多
く
指
摘
す
る
と
言
え
る
。
吹
い
で
E
の
項
に
於
て
は
、

三
〇
歳
蔓
以
上
（
四
〇
歳
蔓
以
上
を
含
む
）
ゴ
り
も
二
〇
歳
蔓
以
下
の
致
師
が
大
き

い
悩
み
を
意
識
し
て
い
る
。
更
に
丁
に
－
關
し
て
は
、
逆
に
二
〇
歳
蔓
以
下
に
比
べ

て
三
〇
歳
蔓
以
上
が
高
率
で
あ
る
ご
と
が
剣
る
。
最
後
に
K
に
つ
い
て
で
あ
る

が
、
こ
の
項
目
に
於
て
は
、
E
と
同
じ
く
三
〇
歳
嚢
以
上
よ
り
も
二
〇
歳
嚢
以
下

の
方
が
張
く
疑
惑
を
感
じ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

ω
　
年
蔓
別
・
勇
女
別
考
察

　
先
の
年
蔓
別
の
考
察
に
於
て
推
定
さ
れ
牝
如
く
、
C
．
．
E
．
丁
及
び
K
の
項
目

に
つ
い
て
、
年
蔓
別
差
異
を
我
々
ば
認
め
牝
の
で
あ
る
が
、
更
に
そ
の
年
嚢
別
に

整
理
さ
れ
牝
結
果
を
性
別
に
細
分
し
て
考
察
を
加
え
て
お
き
た
い
。
　
（
表
ば
省
路

す
る
）

　
先
す
C
の
項
目
に
於
て
ば
、
年
墜
別
の
考
察
の
緒
果
、
8
蹴
鰍
冥
↓
〈
・
。
◎
漸
蝋

く
き
難
鰍
冥
ト
が
認
め
ら
れ
牝
が
、
女
教
師
に
あ
つ
て
は
、
○
◎
◎
灘
鰍
員
■
〈
き
鮮

鰍
員
ト
で
あ
る
こ
止
が
判
る
。
　
（
勇
致
師
は
8
〈
o
。
◎
〈
ら
）
叉
性
別
の
考
察
に
於

て
み
と
め
ら
れ
た
湿
V
汁
の
關
係
は
、
一
三
〇
歳
嚢
－
以
下
に
ぱ
妥
當
す
る
が
四
〇
歳

蔓
以
上
に
あ
つ
て
は
認
め
ち
れ
な
い
。
次
に
K
に
つ
い
て
．
は
、
す
で
に
性
別
の
慶

で
述
べ
牝
如
く
湿
く
汁
で
あ
つ
牝
が
、
’
此
の
傾
向
は
各
年
蔓
に
亘
つ
て
言
え
る
よ

ろ
セ
あ
る
。
同
様
に
性
鮒
閥
の
差
異
の
駝
に
認
め
ら
れ
た
耳
に
於
て
も
、
婚
V
汁

sokyu
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の
關
係
ば
各
年
蔓
に
亘
つ
て
存
在
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
，

四
、
概

拝

　
中
學
校
教
師
の
悩
み
に
關
す
る
調
査
の
緒
果
、
致
師
の
訴
え
牝
苦
悩
の
最
大
の

も
の
は
低
賃
金
で
あ
り
、
大
牛
の
致
師
が
こ
れ
を
嬰
げ
牝
。
玖
い
で
主
要
な
も
の

は
、
校
務
虜
理
の
煩
雑
で
1
あ
る
こ
と
、
細
か
い
多
く
の
ご
と
に
注
意
を
要
す
る
こ

と
、
教
育
的
信
念
に
疑
惑
を
感
す
る
ご
と
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
致
師
の
約
玖
乃
至

茱
が
感
じ
て
い
る
よ
ケ
で
あ
る
。
我
々
は
か
か
る
致
師
の
苦
悩
を
、
更
に
性
別
・

職
別
。
地
域
別
．
．
年
蔓
別
に
亘
つ
て
詳
細
に
考
察
し
來
つ
た
の
で
あ
る
が
、
最
後

に
そ
れ
ら
を
ま
と
め
る
意
味
で
、
主
要
な
項
目
別
に
考
察
を
加
え
る
こ
と
に
す
る
。

ω
一
仕
事
の
過
重
な
負
擦

　
致
師
の
不
當
適
薩
の
主
要
原
因
と
思
わ
れ
る
前
記
の
四
つ
の
項
目
に
玖
ぐ
も
の

で
、
教
師
の
約
一
五
％
が
こ
れ
を
あ
げ
た
。
中
學
校
致
師
の
仕
事
の
も
つ
精
疎
的

貧
荷
杖
、
負
擦
の
過
重
よ
り
寧
ろ
細
か
い
多
く
の
事
へ
の
注
意
と
か
、
校
務
虚
理

の
煩
雑
な
鮎
で
大
き
い
よ
う
で
あ
る
。
此
の
仕
事
の
過
重
な
負
播
に
つ
い
て
は
、

男
女
別
に
も
、
職
別
に
も
、
叉
年
蔓
別
に
も
、
特
別
の
傾
向
は
認
め
ら
れ
な
い
が

仁
だ
地
域
別
に
於
て
、
勇
女
共
に
島
部
よ
』
も
町
村
部
に
、
町
村
部
よ
り
市
部

に
、
教
師
の
悩
み
が
多
い
こ
と
が
言
わ
れ
る
。
市
部
で
約
二
〇
％
、
町
村
部
で
約

一
五
．
％
で
あ
る
が
、
際
岐
島
で
は
僅
か
に
五
、
％
の
低
率
で
、
殆
ん
ど
問
題
に
さ
れ

て
い
た
い
。
こ
れ
と
同
じ
傾
向
が
後
述
の
校
務
虜
理
．
の
煩
雑
さ
に
關
し
て
も
認
め

ら
れ
る
。

②
低
賃
金
、

　
こ
の
項
目
は
勇
女
共
に
最
も
多
く
て
、
全
員
の
約
六
〇
％
も
指
摘
し
て
い
る
。

経
済
的
な
悩
み
は
、
如
何
友
る
職
業
の
人
も
大
な
り
小
な
り
持
つ
て
い
届
ご
と
は

疑
え
な
い
が
、
特
に
致
師
の
経
済
的
な
力
の
弱
さ
は
一
般
に
認
め
ら
れ
て
い
る
と

ご
ろ
で
あ
る
。
特
に
性
別
で
は
、
男
致
師
の
機
み
が
女
致
師
の
そ
れ
よ
り
大
き

く
、
埴
域
別
で
は
、
雨
性
共
に
島
部
よ
り
晃
町
村
部
、
町
村
部
よ
り
も
市
部
が
高

率
で
あ
る
。
叉
爾
性
間
の
す
れ
は
、
逆
に
市
部
よ
り
町
村
部
、
一
更
に
町
村
部
よ
寸

島
部
に
到
る
ぼ
ど
大
き
い
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

③
　
身
分
保
識
の
不
安
定

　
全
機
と
し
て
は
さ
程
高
い
方
で
な
く
、
全
員
の
約
一
〇
％
が
ご
れ
を
嬰
げ
た
。

た
だ
男
致
師
の
方
が
女
教
師
よ
り
も
悩
み
の
意
識
が
彊
い
こ
と
、
叉
こ
の
性
別
の

菱
異
は
、
島
都
よ
り
町
村
部
、
町
村
部
よ
り
は
市
部
の
方
が
大
き
い
こ
と
、
更
に

年
嚢
別
で
は
勇
致
師
は
、
二
〇
歳
蔓
以
下
よ
り
三
〇
歳
蔓
、
三
〇
歳
嚢
よ
り
四
〇

歳
嚢
以
上
、
女
教
師
は
三
〇
歳
蔓
以
下
よ
り
四
〇
歳
蔓
以
上
と
、
大
機
年
齢
の
増

す
程
悩
み
の
度
合
が
高
ま
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

④
校
外
の
活
動
の
き
び
し
い
制
限

　
士
か
く
致
師
ψ
立
場
は
、
一
般
耐
會
か
ら
嚴
格
な
遣
．
篠
的
規
範
を
も
つ
て
律
せ

ら
れ
る
傾
向
が
あ
つ
た
。
致
師
な
る
が
故
に
張
い
祓
會
的
東
縛
を
受
け
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ら
れ
仁
が
、
続
果
は
さ
ぼ
ど
多
く
指
摘
さ
れ
す
、
全
員
の
約
一
〇

％
に
す
ぎ
な
か
つ
た
。
怪
別
に
も
職
別
に
も
差
異
は
認
め
ら
れ
な
い
が
、
地
域
別

に
於
て
、
市
部
よ
j
も
町
村
部
、
町
村
部
よ
り
も
島
部
が
高
率
で
あ
る
。
特
に
市
．

部
で
は
殆
ん
ど
間
題
に
さ
れ
て
い
た
く
て
約
三
％
に
す
ぎ
な
い
の
に
、
際
岐
で
は

約
一
四
％
（
男
致
師
は
約
一
五
％
）
で
あ
る
こ
と
は
注
意
を
び
く
。
叉
年
蔓
別
で

は
、
三
〇
歳
墓
以
上
に
比
べ
て
二
〇
歳
蔓
以
下
の
若
い
者
の
機
み
の
高
い
ご
と
が

判
る
。

sokyu
－
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⑤
　
細
か
い
多
く
の
仕
事
へ
の
注
意

　
ー
こ
れ
は
致
師
の
不
當
適
膝
の
主
要
原
因
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
も
の
で
、
全
縫

の
約
二
〇
％
が
こ
の
悩
み
を
訴
え
て
い
る
。
牝
↓
か
に
致
師
の
仕
事
は
あ
ま
り
に

も
多
方
面
的
で
あ
り
、
且
つ
些
紬
な
ご
と
に
も
不
断
の
注
意
を
必
要
と
す
る
。
此

の
項
目
は
性
別
に
も
地
域
別
に
も
年
嚢
別
に
も
格
別
の
差
異
は
認
め
ら
れ
す
、
た

だ
職
別
に
於
て
、
校
長
と
女
致
師
と
が
一
般
男
教
師
に
比
べ
高
率
で
あ
る
。
特
に

校
長
の
如
き
は
全
員
の
約
三
〇
％
が
此
の
苦
悩
を
撃
げ
て
い
る
。

⑥
　
狡
務
塵
理
の
煩
雑

　
前
述
の
紬
か
い
多
く
の
仕
事
へ
の
注
意
と
共
に
、
教
師
の
大
き
た
悩
み
の
一
つ

で
、
全
縫
の
約
二
五
，
％
が
指
摘
し
て
い
る
。
性
別
で
は
養
異
は
認
め
ら
れ
な
い

が
、
職
別
で
は
、
校
長
が
一
般
男
女
致
師
よ
り
高
奉
を
示
し
て
い
る
。
叉
地
域
別

で
は
男
女
爾
性
共
に
、
島
部
よ
り
町
村
部
・
町
村
部
よ
り
市
部
が
大
き
く
、
市
部

で
は
全
員
の
約
四
〇
％
が
こ
れ
を
嬰
げ
て
い
る
の
に
、
隠
岐
で
ば
約
八
％
に
す
ぎ

在
㌧
先
に
述
べ
牝
仕
事
の
過
重
負
擦
と
併
せ
考
え
て
、
島
部
で
は
仕
事
の
悩
み

が
極
め
て
低
率
で
あ
る
の
に
、
市
部
で
は
反
封
に
極
め
て
高
い
こ
と
は
注
目
さ
れ

よ
う
。
叉
年
蔓
別
に
み
れ
ば
、
二
〇
歳
嚢
以
下
よ
り
も
三
〇
歳
蔓
以
上
の
者
の
方

が
彊
く
悩
み
を
意
識
し
て
い
る
ご
と
が
う
か
が
え
る
。

ω
　
致
育
的
信
念
の
疑
惑

　
致
師
は
常
に
理
想
と
現
實
と
の
矛
盾
に
直
面
し
、
苦
憎
し
つ
つ
、
な
ん
ら
か
の

手
段
を
も
つ
て
こ
れ
を
解
決
し
て
行
か
ね
ば
な
ら
ぬ
立
場
に
お
か
れ
て
い
る
。
あ

る
意
味
で
兄
童
・
生
徒
の
現
賢
と
耽
會
の
理
想
と
を
縞
び
つ
け
る
使
命
を
致
師
は

荷
つ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
杜
會
の
現
實
が
極
め
て
混
沌
と
し
て
い
る
今
目
に
於
て

は
、
ご
の
使
命
を
持
つ
致
師
は
幾
多
の
矛
盾
を
感
じ
て
は
白
ら
苦
し
み
、
境
實
逃

避
さ
え
起
つ
て
く
る
。
そ
牝
κ
加
え
て
、
致
師
の
仕
事
の
内
容
は
生
活
垂
椴
に
亘

つ
て
の
知
識
と
技
術
と
を
必
要
と
す
る
が
故
に
、
致
師
盲
ら
致
育
的
信
念
に
疑
惑

を
感
す
る
ご
と
は
多
い
で
あ
ろ
う
。
此
の
項
目
の
全
機
と
し
て
の
締
果
は
、
致
師

の
約
二
〇
％
が
、
こ
牝
を
訴
え
、
不
鴬
適
膝
の
主
要
な
原
因
の
一
っ
と
考
え
ら
牝

各
。
特
に
男
教
師
よ
り
も
女
致
師
が
高
率
を
示
L
、
校
長
よ
り
も
一
股
男
教
師
、

一
般
男
教
師
よ
り
も
更
に
一
般
女
致
鮒
の
方
が
強
く
悩
み
を
感
じ
て
い
る
。
地
域

別
に
は
差
異
が
認
め
ら
牝
な
い
が
、
年
蔓
別
に
・
於
て
、
爾
性
共
に
三
〇
蔵
蜜
以
上

よ
り
も
二
〇
歳
蔓
以
下
の
若
い
致
師
が
彊
く
教
育
的
信
念
に
疑
惑
を
畳
え
、
苦
悩

し
て
い
る
こ
と
が
し
牝
る
。

　
⑧
　
未
熟
次
者
と
の
接
燭

　
未
熟
た
者
と
常
に
接
鰯
し
て
い
る
と
い
う
事
は
、
教
師
の
受
け
て
い
る
環
境
的

制
約
と
し
て
の
著
し
い
も
の
で
あ
る
が
、
調
査
の
縞
果
は
極
め
て
低
奉
で
、
僅
か

．
に
約
四
％
に
す
ぎ
す
、
殆
ん
ど
間
題
に
さ
牝
て
い
な
い
。
ご
牝
ば
調
査
の
封
象
が

中
學
校
致
師
で
あ
る
た
め
で
、
小
學
校
教
師
の
場
合
で
あ
牝
ば
、
指
摘
さ
れ
る
率

の
上
昇
が
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
⑨
　
苦
悩
の
な
い
と
解
さ
れ
る
も
の

　
無
記
入
者
α
全
て
が
苦
悩
を
意
識
し
て
い
な
い
と
は
冒
え
な
い
が
、
解
答
を
素

直
に
解
緯
し
て
ゆ
く
ご
と
に
す
る
と
、
全
誰
的
に
み
て
、
悩
み
友
し
と
す
る
者
は

約
一
〇
、
％
で
、
性
別
に
み
て
、
男
教
師
よ
り
も
女
致
師
の
方
が
多
い
。
叉
地
域
別

で
は
、
爾
性
央
に
市
部
よ
り
町
村
部
、
町
村
部
よ
り
島
部
の
方
が
悩
み
を
持
牝
ぬ

致
師
の
多
い
ご
と
が
知
ら
牝
る
。

　
以
上
我
々
ば
中
學
校
致
師
に
賛
施
し
牝
悩
み
の
調
査
を
、
性
別
・
職
別
・
地
域

別
・
年
蔓
別
に
夫
々
整
理
し
て
、
比
較
検
識
的
な
考
察
を
試
み
牝
。
そ
の
締
果
概

略
で
は
あ
る
が
、
致
師
の
不
鴬
適
隆
の
原
因
の
、
所
在
を
分
析
的
に
把
握
す
る
こ
と

が
出
來
た
。
今
後
こ
ご
に
得
ら
牝
た
致
師
の
不
鴬
適
膳
の
原
因
に
關
す
る
主
要
傾

向
を
基
礎
に
し
て
、
一
暦
深
く
間
題
の
遣
求
に
努
め
、
致
師
の
適
膳
の
機
制
を
致

育
心
理
學
的
観
。
鱗
か
ら
解
明
し
て
行
き
た
い
と
念
じ
て
い
る
。




